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憲
法
は
25
条
で
「
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
の
生
活
を
営
む
権
利
」
を

掲
げ
、
そ
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保

障
す
る
た
め
に
、
生
活
保
護
法
が
あ

り
ま
す
。
安
倍
政
権
の
も
と
生
活
保

護
の
基
準
が
、
２
０
１
３
年
か
ら
最

大
10
％
、
２
０
１
８
年
か
ら
最
大
５

％
と
大
幅
基
準
引
き
下
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
育
て
世
帯
や
単
身
高
齢

者
世
帯
に
最
も
大
き
な
削
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
自

民
党
の
２
０
１
２
年
衆
院
選
公
約

「
生
活
保
護
10
％
削
減
」
。
議
員
に

よ
る
「
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
」
も

あ
り
ま
し
た
。
「
反
発
」
「
反
論
」

が
少
な
い
、
国
民
全
体
の
基
準
引
き

下
げ
に
つ
な
が
り
効
果
大
な
ど
で
削

減
の
対
象
に
。
し
か
し
憲
法
が
保
障

す
る
生
存
権
の
最
後
の
砦
が
生
活
保

護
で
あ
り
国
民
の
権
利
で
す
。
い
ま
、

全
国
の
生
活
保
護
利
用
者
が
「
削
減

決
定
」
に
異
議
申
し
立
て
の
「
不
服

審
査
請
求
」
に
立

ち
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
全
て
の
国
民

の
生
存
権
保
障
に

か
か
わ
る
歴
史
的

取
り
組
み
で
す
。

来
年
10
月
予
定
の
消
費
税
10
％
増

税
に
つ
い
て
、
現
役
内
閣
参
与
の
藤

井
聡
京
大
大
学
院
教
授
は
、
「
栄
養

失
調
で
苦
し
む
子
ど
も
に
絶
食
を
強

い
る
よ
う
な
も
の
」
、
主
婦
連
参
与

・
前
会
長
の
山
根
さ
ん
は
、
大
き
な

軽
減
対
策
が
必
要
な
ら
増
税
し
な
け

れ
ば
よ
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た

増
税
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
へ

の
負
の
影
響
が
大
き
く
日
本
商
工
会

議
所
、
日
本
税
理
士
連
合
会
な
ど
が

反
対
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
暮
ら
し
の
実
態
、
各
界
の

中
止
を
求
め
る
声
の
広
が
り
を
見
て

も
区
と
し
て
政
府
に
キ
ッ
パ
リ
中
止

を
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
区
は
、
「
社
会
保
障

財
源
」
だ
か
ら
「
中
長
期
で
地
域
経

済
は
活
性
化
」
な
ど
と
政
府
の
宣
伝

文
句
そ
の
ま
ま
の
答
弁
、
し
か
も
複

数
税
率
、
カ
ー
ド
利
用
で
ポ
イ
ン
ト

還
元
、
低
所
得
者
へ
の
プ
レ
ミ
ア
お

買
物
券
な
ど
２
兆
円
規
模
の
愚
策
を

礼
賛
。
こ
れ
で
は
区
民
の
く
ら
し
の

実
態
は
見
え
ず
、
区
民
に
と
っ
て
必

要
な
施
策
の
優
先
順
位
も
違
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
首

都
直
下
地
震
。
し
か
し
一
番
の
対
策
で

あ
る
住
宅
耐
震
化
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

２
０
１
７
年
度
、
区
の
耐
震
補
強
診
断

申
請
数
27
件
、
耐
震
補
強
設
計
・
工
事

件
数
１
件
、
建
替
え
12
件
。
そ
の
大
き

な
理
由
に
、
資
力
の
あ
る
方
は
、
建
て

替
え
な
ど
進

ん
で
い
ま
す

が
、
経
済
的

理
由
や
高
齢

な
ど
で
住
宅

耐
震
化
に
踏

み
出
せ
な
い

方
が
多
い
の

が
実
態
で
す
。

こ
う
し
た

事
態
を
踏
ま
え
、
共
産
党
区
議
団
は
、

耐
震
化
の
評
点
１
以
上
だ
け
で
な
く
、

最
低
限
命
を
守
る
た
め
評
点
０
・
７
以

上
を
確
保
す
る
簡
易
耐
震
へ
の
補
助
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
兵
庫
県
、

お
隣
の
墨
田
区
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
命
を
守
る
筋
違
や
構
造

用
合
板
の
壁
に
改
修
を
行
う
こ
と
で
瞬

時
に
は
倒
壊
し
な
い
耐
震
性
を
確
保
で

き
、
災
害
予
防
に
も
つ
な
が
る
簡
易
耐

震
へ
の
補
助
制
度
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

そ
の
際
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
と
セ
ッ
ト

に
す
れ
ば
、
経
済
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
区
は
、
簡
易
耐
震
だ
と
「
古
い
住

宅
が
残
る
」
か
ら
ダ
メ
と
い
い
ま
す
が
、

一
人
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
と
本
気
で

考
え
る
な
ら
、
決
断
す
べ
き
で
す
。

☆荒川区政の各種情報・話題は…

横山幸次区議のホームページで

横山ニュースのバックナンバーも

４年分ＰＤＦでご覧になれます。

検索で「横山幸次」と入力して下

さい。ご意見もお寄せ下さい。

※裏面には、受動喫煙防止条例と心疾患発症の関係、（兵庫県）

や今回の代表質問のトピックス、生活・法律相談案内など

11
月
28
日
か
ら
始
ま
っ
た
荒
川
区
議
会
11
月
会
議
は
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
も

か
か
わ
る
大
事
な
議
会
で
す
。
日
本
共
産
党
区
議
団
の
代
表
質
問
で
は
、
暮
ら
し
・

福
祉
最
優
先
の
予
算
編
成
の
た
め
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
消
費
税
導
入
か
ら
30
年
、
消
費
税
収
の

ほ
と
ん
ど
が
法
人
税
減
税
の
穴
埋
め
で
す

☆
消
費
税
創
設
か
ら
20
年
、
社
会
保
障
の
財

源
と
い
い
ま
す
が
、
年
金
を
は
じ
め
給
付
削
減

や
負
担
増
ば
か
り
。
10
％
増
税
後
も
右
表
の

よ
う
に
改
悪
案
が
目
白
押
し
…



急性心疾患
患者数

条例制定前 ８９５人
施行後１年 ８３０人
施行後２年 ７９２人

条例の認識 全面禁煙店
神戸市 ５８．１％ ３１．７％
尼崎市 ４５．５％ １３．４％

神戸市における兵庫県
受動喫煙防止条例施行前
後の心疾患関係調査

神戸市と尼崎市の県条例徹底状況

荒
川
区
は
、
生
涯
健
康
都
市
宣
言

を
行
い
「
ま
ち
を
あ
げ
て
健
康
づ
く

り
を
進
め
る
環
境
を
整
え
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
と
し
て
も
平

均
寿
命
の
延
伸
な
ど
を
政
策
目
標
に

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
た
ば
こ

の
煙
で
困
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
宣
言
。

と
こ
ろ
が
、
一
番
問
題
の
受
動
喫

煙
防
止
対
策
は
、
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
折
、
東
京
新
聞
の
11
月
15

日
付
に
「
受
動
喫
煙
防
止
条
例
で
心

疾
患
減
」
「
兵
庫
県

国
内
初
調
査
」

の
見
出
し
を
目
に
し
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検

討
委
員
会
の
サ
イ
ト
か
ら
資
料
を
入

手
。
兵
庫
県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例

は
、
教
育
・
保
育
施
設
・
官
公
庁
・

病
院
の
禁
煙
、
一
方
飲
食
店
は
、
施

行
後
一
定
期
間
・
分
煙
可
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
東
京
都
の
条
例
が
、

飲
食
店
原
則
禁
煙
と
し
て
い
る
（
84

％
該
当
）
よ
り
甘
い
規
定
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
回
の
兵
庫
県
は
、

条
例
施
行
前
と
そ
の
後
の
２
年
間
の

急
性
心
疾
患
の
発
生
件
数
に
つ
い
て

神
戸
市
、
尼
崎
市
な
ど
調
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
神
戸
市
で
は
、
こ

の
３
年
間
に
急
性
心
疾
患
の
患
者
が

１
割
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
（
上
表
参
照
）
。
そ
こ
に
は
、

県
条
例
＝
受
動
喫
煙
防
止
の
徹
底
状

況
の
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
神
戸
市
で
は
、
完
全
禁

煙
店
が
３
割
以
上
で
、
さ
ら
に
条
例

の
順
守
率
も
97
％
、
他
の
地
域
は
平

均
が
88
％
の
よ
う
で
す
。
県
条
例
の

徹
底
の
差
が
表
れ
て
い
る
と
の
考
え

を
示
し
て
い
ま
す
。

荒
川
区
で
の
具
体
的
行
動
を

受
動
喫
煙
を
原
因
と
す
る
国
内
の

死
亡
者
は
毎
年
1
万
５
千
人
、
交
通

事
故
死
の
４
倍
で
す
（
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
発
表
）
。
日
本
共
産
党

区
議
団
は
、
公
衆
が
集
ま
る
場
所
の

屋
内
全
面
禁
煙
、
医
療
機
関
や
学
校

の
敷
地
内
禁
煙
等
を
定
め
た
区
条
例

制
定
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

☆定例法律相談
毎月第１月曜･午後６時～８時
横山幸次区議事務所
☆来年は１月７日（月）です

西
尾
久
区
立
生
活
実
習
所
（
希
望
の

家
）
は
、
18
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
を

対
象
に
、
生
活
・
作
業
指
導
な
ど
社
会

参
加
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

建
物
に
、
区
立
西
尾
久
高
齢
者
通
所
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設
。
今
回
区
は
、

９
カ
所
あ
る
区
立
通
所
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
減
な
ど
理
由
に
、
廃
止

を
含
め
た
計
画
を
発
表
。
今
回
い
ち
ば

ん
利
用
率
の
高
い
西
尾
久
通
所
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
再
来
年
に
廃
止
、
そ
の

部
分
を
生
活
実
習
所
の
拡
張
に
使
う
と

し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
生
活
実
習
所

の
利
用
者
が
増
え
、
手
狭
に
な
り
、
新

設
含
め
た
対
応
が
必
要
な
こ
と
は
、
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
高
齢
者
部
分
を
廃

止
し
、
そ
こ
を
生
活
実
習
所
に
す
る
案

で
す
が
、
な
ん
と
も
釈
然
と
し
ま
せ
ん
。

拙
速
で
な
く
慎
重
な
対
応
を
求
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
横
山
幸
次
）

◎私たちは住民のくらしと命を守るネットワークを

もっています…いつでもご相談を
「定例法律相談」は月一回開催。くらし、子育て、医

療、介護、雇用、税金など、国会、都議会の共産党議員

団や各分野の専門家とも連携し、ごいっしょに解決のた

めに力をつくします。

入院時の差額ベッド代は、不安の一つ。

厚生労働省は今年３月５日の新通知で、

差額ベッド料を求めてはならない場合と

して①同意書をとっていない②「治療上

の必要」により入院させる③病棟管理の

必要性など実質的に患者の選択によらない場合の３ケースをあ

げ、各ケースに該当する具体例を示しています。

例えば、③の具体例として大部屋が満床であるために差額代

のあるベッドに入院させた患者の場合「他の部屋が満室」とい

う理由では請求できないことを初めて盛り込みました。①希望

しないときは同意書へのサインを保留し、病院と話し合う②

「大部屋がいっぱい」という理由では請求できない③個室など

に入ってと言われたら「治療上必要か」とたずねることを患者

や家族が知っておくことが大事です。

「大部屋がいっぱい」という理由では請求できないなど差額

ベッド料について知っておきたい３カ条を区民に広報すること

求め、区もホームページでお知らせすると約束しました。

☆荒川区ホームページから

（健康づくりのページ）


